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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公開番号】特開2014-87486(P2014-87486A)
【公開日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2012-239399(P2012-239399)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   1/10     (2006.01)
   Ｆ０４Ｃ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/142    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ    5/00     ３３３　
   Ａ６１Ｍ    1/10     ５２０　
   Ｆ０４Ｃ    5/00     ３４１Ｎ
   Ａ６１Ｍ    5/14     ４８１　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　カートリッジベース２３の上側には、チューブユニット５２が設けられている。チュー
ブユニット５２は、前述のチューブ２１及び複数のフィンガー２２と、ユニットベース２
５１と、ユニットカバー２５２とを有する。ユニットベース２５１にはチューブ案内壁２
５１Ａが形成されており、ユニットベース２５１の内部においてチューブ２１が円弧形状
に配置されている。また、ユニットベース２５１は、フィンガー２２を軸方向に可動に支
持している。ユニットベース２５１内のチューブ２１とフィンガー２２は、ユニットカバ
ー２５２によって覆われている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　チューブユニット５２は平坦な円筒形状になっており、チューブユニット５２の中央の
空洞に本体１０から露出しているカム１１が挿入されることになる。これにより、本体１
０側のカム１１とカートリッジ２０側のフィンガー２２とが噛み合うことになる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　カートリッジベース２３には、供給側継手２３１及び排出側継手２３２が設けられてい



(2) JP 2014-87486 A5 2015.11.5

る。供給側継手２３１及び排出側継手２３２には、チューブユニット５２内のチューブ２
１の端部がそれぞれ接続される。複数のフィンガー２２がチューブ２１を順に圧搾すると
、供給側継手２３１から液体がチューブ２１に供給されるとともに、排出側継手２３２か
ら液体が排出される。排出側継手２３２には接続針２３３が連通しており、排出側継手２
３２から排出された液体は、接続針２３３を介して、パッチ３０側に供給されることにな
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ポートベース３３は、カートリッジ２０の接続針２３３から供給される液体をソフトニ
ードル３１に供給する部材である。ポートベース３３は、接続針用セプタム３３Ａと、導
入針用セプタム３３Ｂとを有する。接続針用セプタム３３Ａ及び導入針用セプタム３３Ｂ
は、針を抜くと穴が塞がる材料（例えばゴム、シリコン等）で構成されている。接続針用
セプタム３３Ａにはカートリッジ２０の接続針２３３が挿通され、液体は、接続針２３３
を介して接続針用セプタム３３Ａ越しに、カートリッジ２０側からパッチ３０側に供給さ
れる。カートリッジ２０の交換のためにカートリッジ２０の接続針２３３がパッチ３０か
ら抜かれても、接続針用セプタム３３Ａの接続針２３３による穴は自然に塞がる。導入針
用セプタム３３Ｂには導入針３２Ａが挿通されており、導入針３２Ａが引き抜かれると、
導入針用セプタム３３Ｂの導入針３２Ａによる穴は自然に塞がる。接続針用セプタム３３
Ａ及び導入針用セプタム３３Ｂにより、パッチ３０内の液体が外部に漏れたり、生体の体
液がパッチ３０側に逆流したりすることが防止される。なお、ポートベース３３内で導入
針３２Ａの存在した領域（導入針用セプタム以外の領域）は、導入針３２Ａの抜き取り後
には液体の流路となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　次に、使用者は、導入針３２Ａの存在した領域（導入針用セプタム以外の領域）の容量
分の液体を輸送するように、ポンプ部５を予備動作させる（Ｓ００５）。これにより、導
入針３２Ａの存在した空間を液体で充満させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
１　液体輸送装置、５　ポンプ部、
１０　本体、 １１　カム、　１２　駆動機構、
１２１　圧電モーター、１２２　ローター、１２３　減速伝達機構、
１３　本体ベース、１３Ａ　ベアリング、
１４　本体ケース、１５　制御基板、１６　フック掛け、
１８　電池収納部、１９　電池、
２０　カートリッジ、２１　チューブ、２２　フィンガー、
２３　カートリッジベース、２３１　供給側継手、２３２　排出側継手、
２３３　接続針、２３４　固定フック、
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２４　ベース受け、５２　チューブユニット、
２５１　ユニットベース、２５１Ａ　チューブ案内壁、２５２　ユニットカバー、
２５　リザーバーフィルム、２６　貯留部、２７　カートリッジセプタム、
３０　パッチ、３１　ソフトニードル、３２　導入針フォルダ、３２Ａ　導入針、
３３　ポートベース、３３Ａ　接続針用セプタム、３３Ｂ　導入針用セプタム、
３４　パッチベース、３４Ａ　固定部、３５　粘着パッド、
７０　監視装置、７１　第１電極、７２　第２電極、
７３　インピーダンス測定部、７４　判定部
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図８】
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